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＜連絡事項＞

· 記録について～ケアプランに目を通し、ケアプランを生かし、プランへ沿った記録の記載を心掛けましょう。各自受け持ち患者様のケアプランを今一度見直し、現在の患者様の状態にあった内容を検討していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 三浦　るみ子様～来週より作業導入となります。本日午後スタッフ付き添いで見学、

オリエンテーション行うとのことです。

· 糸山　タケ様～本日午後心理検査実施予定です。

· 木村　格冶様～22日（日）9～16時の外出（実家）、23日(月)9:15～11:50の外出（バ　　　

ス券更新手続き）、同日14:20～16:00の外出（歯科受診）主治医の許可がおりています。

· 泉川　ケイ子様～28日(土)9:30～翌日17:00までの外泊、主治医の許可がおりていま

す。

＜安ヶ平Ｄｒケースカンファ＞

· 高橋　礼子様～常同行為頻回にみられており、来週定期薬より服薬調整行っていきま　

す。行為による擦過傷（右第２指）あり、絆創膏で対応とのことです。

· 大久保　美津子様～前回の検査データでカリウムが緊急値でアスパラＫ処方となって

いましたが、今回のデータで改善みられた為、処方は止めとなります。

· 高間木　八男様～頭痛訴えあり、解熱鎮痛消炎剤（ロキソニン）１Ｔ　１×夕　7日分

処方となっています。

· 坂　貢様～エンシュアリキッド継続処方となっています。

· 村山　トシ様～エンシュアリキッド継続処方となっています。

· 中野　英男様～夜間睡眠不安定な為、来週定期より眠剤調整（スローハイム→フルニ

トラゼパム）行っていきます。

＜川端Ｄｒケースカンファ＞

· 曽我　正子様～うおのめの痛み訴え、スピール膏貼って様子をみるよう指示あり。

· 七戸　キミ様～センナリド処方となっていましたが、「飲まなくても出そう」と本人よ

りあり、服薬止めとなります。

＜注目患者様ケース検討＞

· 三浦　るみ子様

　入院してから現在までに、抑うつ的な症状が見られています、身体不調（離脱症状）の訴えも聞かれています。周囲との関係や環境に振り回され夜間も眠れない様子。昨夜も頓服の抗不安剤（ジアゼパム）服用されています。

アルコールプログラムへ集中し取り組めるよう、現在の不安を取り除いていけるよう関わっていきましょう。

＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 坂　貢様

　　　＃1　妄想・幻聴により心身の安定図れず

　　　　　　　食事摂取のムラがあり、残食目立ち、エンシュアリキッド処方となっている。検査データ上は異常値もない為、引き続き観察していきましょう。

　　　　　　　作業・プログラムへの参加もムラがあり、顔出ししすぐに帰棟される日があれば表情良く最後まで参加されるときもある。

　　　　　　　　　　⇒上記を踏まえ、ケアプラン継続とする。

　　　＃2　妄想・幻聴により他者とのトラブルがある

　　　　　　　ホール徘徊時「ぶっ殺す」当の独語聞かれている。先日は喫煙室での大声での独語、ドアを蹴る行為あり。本日深夜帯では表情険しくし、ホールの椅子を蹴り飛ばす行為も見られている。

　　　　　　　　　　⇒上記を踏まえ、ケアプラン継続とする。

· 北山　幸博様～

　　　＃1　自室で臥床がちで過ごし、自分の思いを表出しない

　　　　　　　現在は作業・プログラムへは拒否されほとんど参加せず、日中は臥床がち。

　　　　　　　自ら訴えてくることもない。特定の女性患者様との交流は見られるが、他患者様との交流はあまり見られない。

　　　　　　　　　　　⇒上記を踏まえ、ケアプラン継続とする。

＜新入院患者様ケース検討＞

清水　徹様(54)　　　　

　　　　　　主病名:統合失調症

　　　　　　入院形態:医療保護入院

　　　　　　病棟:東Aユニット8号室

　　　　　　主治医:安ヶ平先生

　
当院2回目の入院。(1回目　平成10年6月2日～平成20年1月15日)

当院退院後、外来通院はしていたが、4月19日を最後に中断。
本日、蕪島神社で大声を出したり、巫女に対し、性的な事を話しているとの通報があり、警察に保護される。当院に受診の相談があり弟様・警察官・保健所職員同伴で受診。入院治療の必要性に妄想様の発言があり同意を得られず、薬物調整目的で、東Aユニットに医療保護入院となる。

　　　入院に対する拒否、興奮はないが、会話にまとまりなく、眼を大きく見開き眼光の鋭さあり。

　　　妄想による他者とのトラブルに注意し、休養を優先にケアを提供し、また、最終外来から２ヶ月経過しているため、内服状況も密に観察していきましょう。
















